　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙①

院生プロジェクト助成金交付申請書
先端総合学術研究科長殿
次のとおり実施したいので、院生プロジェクト助成金の交付を申請します。
	区分　　　（該当に○）
	A：研究力向上型　　B：国際共同研究推進型　　C：成果発信型　　　　　

	プロジェクト名称
	

	教員責任者
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　←当該教員から承諾を得たことを証明するメールを別添すること

	プロジェクト代表者
	学生証番号　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
領域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入学年度　　　　　　　年度　入学 ・ ３年次転入学

	代表者連絡先
	Tel:                                         
Email:

	研究メンバー（研究代表者には◎を付すこと）　＊本学大学院在学中の者に限る（休学中不可、修了生等不可）

	氏　名　
	研究科名
	回生
	領域または専攻

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	研究メンバー　計　　      名　


※研究メンバーが15名を超える場合は、別紙で名簿を添付してください。
	Ⅰ．研究プロジェクトの概要
＊研究プロジェクトの目的、内容、方法、意義を具体的かつ明確に記載すること
＊成果発信型の場合は対象となる院生プロジェクト（実施年度、概要等）を記載すること


	

	Ⅱ．研究計画・研究成果発表の方法

＊上記を達成するための研究計画について、年間スケジュール、研究成果発表の方法について具体的かつ明確に記載すること。
＊講師を招聘する場合は、時期、テーマ、予定している講師の所属・氏名、講師料等の概要を記載すること
＊国内調査を行う場合は、実施計画（時期、目的地、調査目的、調査方法、参加者等）の概要を記載すること


	


	Ⅲ．経費執行計画 

	
	費目
	金額
	明細

	謝金　

	講師謝礼・交通費・宿泊費

源泉あり（※）

	
	

	
	通訳・翻訳謝金　源泉あり
	
	

	
	インタビュー等謝金　源泉あり
	
	

	
	調査交通費
	
	

	
	消耗品費
	
	

	
	印刷費
	
	

	
	郵送費
	
	

	
	会場費
	
	

	
	投稿費
	
	

	
	その他
	
	

	
	合計（申請額）
	
	


＊経費費目や金額の算出方法等について、募集要項を必ず確認のうえ記入すること。
★源泉税の注意点【採択後、支払申請時に再度必ず確認すること】
＜講師謝礼＞
海外在住の講師が、渡日せず現地からオンラインで講演等を行う場合の謝礼には源泉税上乗せの必要はない。

＜宿泊費＞

　宿泊費を講師本人に支払う場合・・・謝礼、交通費、宿泊費を合算して源泉税を上乗せする。
宿泊費を立命館が直接宿泊先に支払う場合・・・宿泊費には源泉税は上乗せしない（謝礼、交通費には源泉税を上乗せ）。
＜その他＞
　謝礼等の振込先が個人口座ではなく所属機関口座になる場合は、あらかじめ大学から直接、講師ご本人への連絡および確認が必要となるため、早めに研究指導助手に相談すること。
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